リイ ズ 

(ラジオ 放送 用と して。) 

太宰治 



モデル は、 アトリエの ドア を 静かに あけて 玄関へ 出 

ひとめ 

て 来たので ある。 一 目 見て 私 も、 これ あ ひどい と 思つ 

た。 どうも、 あまりに も 健康す ぎる。 婦人の 容貌に 就 

いて、 かれこれ 言う の は、 よくない 事 だが、 ごく 大 ざつ 

ぱな 印象 だけ を 言うならば、 どうも 甚だ 言いに くい 

の だが、 II お 団子が、 白い 袋 を かぶって 出て 来た 形 

であった。 色、 赤黒く、 ただ まるまると 太って いる。 

これで は、 とても 画に はなるまい。 

「少し 健康す ぎた ね ご と 私 は 小声で 杉 野 君に 言う と、 

うな 

「うう む、」 と 杉 野 君 も 唸って、 「さっき 和服 を 着て い 

た 時には、 これほど でも、 なかつ たんです がね。 これ 



あ ひどいで すよ。 泣きた くな つち やった。 とにかく、 

まあ、 庭へ 出ましょう ご 

私たち は 庭の 桜の 木の下に 集った。 桜の 葉 は、 間断 

無く 散って いた。 

「ここへ、 ちょっと 立って みて 下さい ご 杉 野 君 は、 機 

秉 ， -ゝ § ヽ o 

據カ 琴ん レ 

「はいご 女の ひとは、 性質の 素直な 人ら しく、 顔 を 伏 

せた まま 優しい 返事 をして、 長い ドレス をつ まみ 上げ、 

指定され た 場所に 立った。 とたんに 杉 野 君 は、 目 を 丸 

くして、 

「おや、 君 は、 はだしで すね。 僕 は ドレスと 一緒に 靴 
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